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上 信越 自動車道 （須坂長野東イ ン タ ー チ ェ ン ジ 〜

信州中野 イ ン タ ー チ ェ ン ジ ）が 開通

　上信越 自動車道 は ，群馬県藤岡市で 関越 自動車道 か ら

分 岐 西進 し，長 野 県夏 埴市 で 長 野 自動 車 道 と接 続 した の

ち北進 し，新潟県上越市で 北陸 自動車道 と接続する総延

長約 203km の 高速道路 で す （図
一 1 ）。

　同 自動車道 の 開通延 長 は ，既 に 開通 して い る 藤岡 イ ン

タ
ー

チ ェ ン ジ か ら小諸イ ン タ
ー

チ ェ ン ジ 問 の 80．3km お

よ び 更埴 ジ ャ ン ク シ ョ ン （仮称）か ら 須 坂 長 野 東 イ ン タ

ー
チ ェ ン ジ 間の 15．9．　km に，今回開通の 須坂長野東イ ン

ターチ ェ ン ジ か ら信 州 中野 イ ン タ
ー

チ ェ ン ジ 間 の 11．5

km を加えて 107．7km と な t）ます。

　 ま た，暫定 2 車 線 で既 に 開 通 して い た 長 野 イ ン ターチ

ェ ン ジ か ら須坂長野東イ ン ターチ ェ ン ジ問 の 4車線化拡

幅工 事 （拡幅部分 9．Okm ） も同時完成 と なります。

　同 自動 車 道 は，将 来中央 自動 車道，関越 自動 車道，北

陸 自動車道 と と もに 高速道路 ネ ッ トワ
ー

ク を形 成す る こ

とに よ り ， 沿 線 地 域 は も と よ り関 東 甲 信 越 ， 中部 お よ び

北陸地方に わ た る 広域的な産業，経済，文化，観光 の 発

展 お よ び 振興 を 図 る もの と し て期待 さ れ て い ま す （写真

一 1 ）。

　今 回 の 開 通 に よ り，艮 野 県北信 地 域 と首都圏，中京圏

お よ び 関西 圏 が 史 に 近 くな り，妙 高高 原，志 賀 高原 方 面

へ の 観光利用 の 増大，一
般国道 18号の 交通混雑 の 緩和へ
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　 　 　 　 　 　 ：整備計画区間

　 　 ・ロロ・ロコー：基イ・計画区間

　 　 ＝一‘；；≡
；予定路線区間

写 真一 1

よ り
一・

層寄 与す る もの と思われ ます。

　ま た，1998年 に 開催 され る長野冬季 オ リン ピ ッ クの 会

場へ の 関連道路 と して ，期 間中の 人員送 迎 お よ び 物資の

輸 送 な どに 大 き く貢 献 す る もの と期 待 さ れ て い ます。

　今 回の 開通区間は，一
級 河 川千曲川 に 沿 っ て りん ご 園

の 中を北進 し，彼方に 飯綱 山 をは じめ とす る 北信五岳 を

望 む こ とが で き る な ど 眺 望 の す ば ら し い 路線 で す。そ の

ほ ぽ 中間に 設けられ て い る小布施 パ ー
キ ン グ エ リ ア は，

ハ イ ウ ェ イ オ ア シ ス と して ， 都 市 公 園 と
一

体 と な っ て 利

用 で きる よう連絡路お よび 第二 駐車場 を設け整備を進 め

て い ます。

　 当 1メ：間は 盛 土 構 造 が 主休 で すが，現 場 内 か ら発 生 す る

土 量 が 少 な い た め，近隣 の 土 取場 か ら 約300万 MS もの

大 量 の 土 を客 土 し施 工 し ま した。盛 上 基 礎 地 盤 の 地 質 は ，

一
級河川 千曲川 沿 い に み られ る沖積世氾濫原堆積物 お よ

び洪 積 世扇状 地 堆 積物 が 主 に分 布 して い ます。

　盛 土 工 事 は，土 取場 の 制約 か ら粘性 土 が 主 体 で 路床材

と して 適 合 し なか っ た た め，路床材 と して 使 用 す る た め

に 石 灰 に よ る 安定処 理 を 実施 し た。ま た，周 辺 に は りん

ご 園 な ど広 く分布 して お り，防塵ネ ッ ト，散水 など環境

面の 対策 に も十分 配慮した 。

　 4 車線化拡幅区間は， 4 本 の トン ネル お よび 橋梁，高

架 橋 」事 が 主休 で し た。地 質 は， トン ネ ル 部 で 凝 灰角礫

岩 お よび 安 山岩が 主 体 に 分 布 し て い ま す。

　 トン ネ ル 部 は ， 発 生す る トン ネル ず り を有効利用 す る

た め に，自走式破砕機 を使 っ て 岩塊 を破 砕 し，発 生 材 を

路床材 と して使用 した。

　拡 幅 工 事 で は，既 開 通 路 線 に 隣 接 して い る ため，防護

フ ェ ン ス の 設置，既 開通路線の トン ネル の 動態観 測 な ど

を 実施 し ， 影 響 の 無 い よ うに 十 分 留 意 し た。

（文責 ：渡邉芳弘　 日本道路 公 団名古 屋 建 設局技術第 三

　　　 課 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔原稿 受 理 　　1995．12．5〕
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